
02 大臣表彰

03 市職員募集

04 健康・子育てページ　  

05 ３歳児保育入園募集(試行)

06 救急の日のお知らせ

12 第33代赤穂義士娘募集

 ル・ポンボランティアスタッフ募集

13 図書館新刊紹介

14 情報コーナー

18 忠臣蔵の散歩道

19 くらしのカレンダー

▪今月の内容

３歳児保育入園募集 （５ページ）

平成30年度より塩屋幼稚園で試行開始

ゆかた自慢コンテスト出演前にひとねむり
赤穂元禄ゆかたまつり（７月８日）
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本紙に掲載しきれなかった情報に

ついて市公式 Facebook ページに

おいて公開しているものもありま

すので、ぜひご覧ください。



ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ト
マ
イ
ル
実
行

委
員
会
が
外
務
大
臣
表
彰
を
受
賞塩飽隆子代表と夫で事務局長の康正さん

（７/３　実行委員会事務所）

　

赤
穂
市
大
町
に
事
務
局
の
あ
る「
ジ
ャ

パ
ン
ア
ー
ト
マ
イ
ル
実
行
委
員
会
」

（
塩し

わ

く飽
隆あ

つ

こ子
代
表
）が
、
平
成
29
年
度
外

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

壁
画
の
制
作
を
通
し
て
頻
繁
に
行
わ

れ
る
参
加
校
同
士
の
国
際
交
流
学
習

が
、
わ
が
国
と
諸
外
国
と
の
友
好
親
善

関
係
の
増
進
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
特

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
讃
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ア
ー
ト
マ
イ
ル
国
際
交
流

壁
画
共
同
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

２
０
１
７
ユ
ネ
ス
コ
／
日
本
Ｅ
Ｓ
Ｄ
賞

に
日
本
を
代
表
し
て
ユ
ネ
ス
コ
へ
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

　

助
産
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

頓
田
眞
子
さ
ん
が
、
助
産
及
び
母
子

保
健
指
導
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
優

良
助
産
師
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
石
市
長
に
受
賞
の
報
告
に
訪
れ

た
頓
田
さ
ん
は
、「
長
年
の
母
乳
育
児

の
相
談
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
地
域
で
の
活
動

を
通
じ
て
、
幅
広
い
世
代
の
方
に
助

産
師
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

　

ま
た
、
20
日
の
農
業
委
員
会
総
会
に‌

お
い
て
、
会
長
に
谷
山
甫
氏
、
会
長
職
務

代
理
者
に
大
崎
清
氏
を
選
出
い
た
し
ま‌

し
た
。

頓田眞子さん（右）と明石市長

（７/４　市長室）

頓と
ん

田だ

眞ま
さ

子こ

さ
ん
が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

農
地
の
売
買
、
貸
し
借
り
、
転
用
等
の
農

地
に
関
す
る
こ
と
は
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
、
有
効

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！
８
月
下
旬
に
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
８
月
を「
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
月
間
」と
し
て
、
次
の
目
的
で
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
農
地
の
利
用
状
況
の
確
認

②
遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
解
消

③‌‌

農
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
周
知
活
動

④
無
断
転
用
や
不
法
投
棄
地
へ
の
指
導

　

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
無
断
転
用
の
発

見
と
調
査
、
荒
廃
農
地
の
調
査
等
を
行
い
、

是
正
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

一
時
的
な
転
用
は
？

　

一
時
的
に
資
材
置
場
や
残
土
置
き
場
に
利

用
す
る
場
合
も
転
用
届
が
必
要
で
す
。

許
可
な
く
転
用
す
る
と
？

　

許
可
な
く
転
用
す
る
と
農
地
法
違
反
と

な
り
工
事
の
中
止
・
原
状
回
復
を
命
ぜ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
に
、
農
地
所

有
者
一
人
ひ
と
り
の
責
任
に
よ
る
適
切
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
農
業
委
員
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た‌

農
業
委
員
会  

☎
43
・
６
８
４
５

農業委員 農地利用最適化推進委員

氏　　名 区域名 地　　　域 氏　　名

瀨 尾 幸 範

梶 本 晴 美

山 田 孝 志

松 本 隆 博

山 本 辰 慶

大 崎 　 清

住 所 知 之

鎌 田 正 彰

丸 尾 友 明

溝 田 正 義

谷 山 　 甫

上 山 　 保

松 田 　 静

1

加里屋、加里屋南、加里屋中洲１丁目～加里屋中洲６丁目、農神町、
上仮屋、上仮屋北、上仮屋南、細野町、中広、山手町、元町、寿町、宮前町、
大町、城西町、若草町、長池町、惣門町、六百目町、三樋町、西浜町、
尾崎、大橋町、松原町、中浜町、さつき町、海浜町、南宮町、清水町、元塩町、
本水尾町、朝日町、正保橋町、東浜町、元沖町、元禄橋町、御崎

土 井 幸 雄

2 塩屋、板屋町、片浜町、平成町、磯浜町、古浜町、西浜北町、黒崎町、新田 矢 野 一 昭

3 大津、木生谷、折方、鷏和 吉 田 直 治

4 福浦 中 本 政 幸

5 坂越、高野 平 松 国 秀

6 浜市、砂子、北野中、南野中 中 野 　 衞

7
高雄、目坂、木津
中山、真殿、周世

溝 田 泰 司
前 田 　 護

8 東有年 平 尾 一 男

9 西有年 松 本 義 昭

10 有年楢原、有年原、有年横尾、有年牟礼 福 本 保 己

◎採用日：平成30年４月１日

平成30年度採用 市職員（土木職・消防職）を募集します！

職‌‌種
採用予定

人　　員
受　　験　　資　　格

土　木　職 １名程度

日本国籍を有する昭和57年４月２日以降に生まれた人（平成30年

４月１日における満年齢が35歳までの人）で、学校教育法による

高等学校以上を卒業した人又は平成30年３月卒業見込みの人のう

ち土木職に必要な専門知識を有する人

消　防　職 ２名程度

日本国籍を有する平成元年４月２日以降に生まれた人（平成30年

４月１日における満年齢が28歳までの人）で、学校教育法による

高等学校以上を卒業した人又は平成30年３月卒業見込みの人

●試　験　日　　　９月17日（日）、18日（月・祝）

●受付期間　　　８月10日（木）～31日（木）

●試験会場　　　赤穂市役所ほか

●そ　の　他　　　詳細は人事課で配布している「試験案内」又はホームページを確認してください。

　　　　　　　　平成30年３月に高等学校を卒業する人も両職種とも受験可能です。

●問い合わせ先　　　総務部人事課　☎４３・６８６３

第８次赤穂市行政改革推進委員会委員を募集します 行政課　☎43・6850

　市では、第８次赤穂市行政改革大綱を策定するにあたり、第８次赤穂市行政改革

推進委員会を設置することとしました。

　つきましては、市民の幅広い意見を求め行政改革を推進するため、市民の皆さま

から委員を公募しますので、希望される人は、下記によりご応募ください。

●応募資格　次の事項を全て満たすこと

　・‌‌20歳以上の市内在住者（平成29年４月１

日現在）

　・‌‌平日の昼間に開催する会議に出席できる‌

こと

　・‌‌市職員、市議会議員、本市の他の公募委

員でないこと

●募集人数　２名（予定）

●‌‌応募方法

　‌‌　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話

番号を記載した申込書（任意様式）及び「赤

穂市の行政改革について」の作文（800字程

度）を持参、郵送、ＦＡＸ又は電子メール

のいずれかの方法により提出する。

●応募期限　８月31日（木）必着

●選考方法と結果の通知

　‌‌　選考委員会による選考とし、結果は応募

者全員に文書により通知します。

●応募・問い合わせ先

　　〒678-0292（住所不要）

　　総務部行政課

　　☎４３・６８５０　FAX４３・６８９２

　　メール　gyousei@city.ako.lg.jp
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⃝

募
集
対
象
者
及
び
人
数

　

０
歳
～
３
歳
の
子
ど
も
を
持
つ
母
親

　

先
着
10
名（
初
参
加
者
優
先
）

※
託
児
は
１
回
目
と
２
回
目
の
み
あ
り

⃝

申
込
期
間

　

８
月
14
日（
月
）～
28
日（
月
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

‌‌

保
健
セ
ン
タ
ー
（
南
野
中
３
２
１
番
地

赤
穂
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
46
・
８
７
０
１

※
託
児
の
ご
利
用
に
つ
い
て

　

‌‌

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
提
供

会
員
に
よ
る
託
児
と
な
り
ま
す
の
で
、

教
室
参
加
前
に
同
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
会

⃝

入
園
資
格

　

‌‌

学
齢
前
３
年
児（
平
成
26
年

4
月
2
日
～
平
成
27
年
4
月

1
日
生
ま
れ
）

⃝

試
行
園

　

市
立
塩
屋
幼
稚
園

⃝

応
募
資
格

　

‌‌

平
成
30
年
4
月
1
日
時
点
で

赤
穂
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
幼
児

⃝

募
集
人
数

　

25
名（
１
ク
ラ
ス
）

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

⃝
‌‌

応
募
用
紙　

　

‌‌

各
市
立
幼
稚
園
及
び
教
育
委

員
会
で
配
布
し
ま
す

⃝

応
募
期
間

　

8
月
14
日（
月
）～

9
月
15
日（
金
）

　

※‌‌

郵
送
可（
締
切
日
当
日
の

消
印
有
効
）

⃝

応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

‌‌

〒
６
７
８
︱

０
２
９
２

　

（
住
所
不
要
）

　

‌‌

教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課

‌

☎
43
・
７
０
６
５

　

生
活
習
慣
病
健
診
・
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
を
受
付
中
で
す
。

　

今
年
度
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
希
望
者
は
、
広
報
あ
こ
う
３
月

号
と
一
緒
に
配
布
の「
生
活
習
慣
病
健
康

診
査
の
ご
案
内
」
に
つ
い
て
い
る「
受
診

申
込
は
が
き
」に
て
、
受
診
希
望
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご

案
内
」は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
赤
穂
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
市
役
所
１
階
情
報

コ
ー
ナ
ー
（
市
民
課
前
）、
各
地
区
公
民

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※‌‌

今
後
の
生
活
習
慣
病
健
診
・
が
ん
検

診
の
日
程（
会
場
は
い
ず
れ
も
赤
穂
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

▽
9
月
＝
1
日（
金
）、
3
日（
日
）

▽
10
月
＝
23
日（
月
）、
31
日（
火
）

⃝

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
46
・
８
７
０
１

⃝

実
施
保
育
所

　

御
崎
・
坂
越
・
有
年
保
育
所

⃝

対
象
者

　

‌‌

平
成
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
幼
児
と
そ
の
親　

各
30
組

⃝

活
動
日
時

　

月
３
回　

午
前
10
時
～
11
時

⃝

参
加
料

　

月
額
１
︐
０
０
０
円

⃝

申
込
方
法

　

‌‌

８
月
24
日（
木
）
午
前
10
時
30
分
ま

で
に
、
希
望
す
る
保
育
所
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

御
崎
保
育
所　
　

☎
42
・
３
３
３
８

　

坂
越
保
育
所　
　

☎
48
・
８
４
５
８

　

有
年
保
育
所　
　

☎
49
・
２
２
９
７

　

こ
ど
も
育
成
課　

☎
43
・
７
０
６
５

　

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

の
更
新
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の

と
お
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象
者　

　

有
効
期
間
が
平
成
29
年
12
月
31
日
ま

で
の
特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
、
平
成
30
年
１
月
１
日

以
降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交
付
を

希
望
す
る
人

⃝

更
新
受
付
期
間
︵
予
定
︶

　

９
月
１
日（
金
）～
11
月
24
日（
金
）

　

（
12
月
28
日
ま
で
更
新
申
請
の
受
付
は

可
能
で
す
が
、
こ
の
場
合
、
新
し
い
受

給
者
証
の
発
送
は
、
平
成
30
年
１
月
４

日
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く

だ
さ
い
。）

⃝

そ
の
他

　

更
新
手
続
き
の
ご
案
内
は
、
８
月
末

ま
で
に
、
各
受
給
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

（
案
内
が
９
月
上
旬
ま
で
に
届
か
な
い
場

合
は
、
必
ず
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。）

⃝

申
請
受
付
及
び
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所

　
　

（
赤
穂
保
健
所
）地
域
保
健
課　

　

☎
43
・
２
３
２
１

　

肝
臓
病
に
少
し
で
も
関
心
の
あ
る
人

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時　

9
月
10
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

⃝

場
所　

市
民
病
院‌

3
階‌

講
義
室

⃝
‌‌

内
容　

▽「
慢
性
肝
疾
患
治
療
に
つ
い

て
」＝
消
化
器
内
科
医
師　

三
井　

康

裕‌

▽「
肝
臓
病
に
つ
い
て
」
＝
看
護
師

山
田　

菜
緒
子

⃝
‌‌

そ
の
他　

参
加
費
は
無
料
・
予
約
不

要

⃝
‌‌

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
病
院
地
域
医

療
室‌

☎
43
・
８
４
５
８

　

赤
穂
市
に
お
い
て
市
町
巡
回
相
談
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
成
年

後
見
等
の
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
お
越

し
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

日
時　

8
月
25
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
４
時（
受
付
午
後
１
時
～
３
時
30
分
）

⃝
‌‌

場
所　

赤
穂
市
総
合
福
祉
会
館‌

2
階

技
能
習
得
室
2

⃝

対
応
者　

社
会
福
祉
士　

宮
崎
正
行

⃝
‌‌

そ
の
他　

相
談
は
無
料
、
予
約
不
要

（
当
日
受
付
）

⃝
‌‌

問
い
合
わ
せ
先　

西
播
磨
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー‌

☎
０
７
９
１
・
72
・
７
２
９
４

　

（
た
つ
の
市
揖
保
川
総
合
支
所
内
）

健康・子育てページ

マ
マ
の
集
い
参
加
者
募
集

～
マ
マ
友
達
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
～

日　程 内　容 担当者

１ ９/21（木）「さあ、みんなで友達を作ろう」 保健師

２ 10/‌‌2（月）
体操「リラックス体操で身体の疲

れをほぐそう」

市民総合体育館指導員・

保健師

３ 10/19（木）講座「子どもとママの歯を大切に」歯科衛生士・保健師

４ 11/‌‌9（木）
ふれあい遊び「子どもとママと楽

しく遊ぼう」
助産師・保健師

５ 11/30（木）講座「子どもとママの栄養」 管理栄養士・保健師

※全日　午前９時30分～ 11時30分

生
活
習
慣
病
健
診
・
が
ん
検
診

を
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

平
成
29
年
度
特
定
医
療
費
︵
指

定
難
病
︶
受
給
者
証
更
新
交
付

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

赤
穂
市
民
病
院

第
33
回
肝
臓
病
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

成
年
後
見
・
く
ら
し
な
ん
で
も

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

市
立
幼
稚
園
３
歳
児
保
育
︵
試
行
︶
園
児
を
募
集
し
ま
す

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル

︻
第
2
期
︼
9
～
11
月

員
登
録
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

‌‌

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
総

合
福
祉
会
館
内
）‌

☎
42
・
４
０
１
１

●利用対象者

　‌‌市内に住所を有する生後６カ月から就学前までの

集団保育が可能な乳幼児

●利用時間

　‌‌月曜日～金曜日の午前９時～午後５時

　（１時間単位、１日４時間まで）

●休業日

　‌‌土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12月29日～１

月３日）

●定員

　１時間当たり10人以内

●利用料

　‌‌子ども１人につき　１時間500円

●利用方法

　‌‌来所による事前登録が必要です。登録完了後、利

用希望の１カ月前から前日までの間に利用の予約

をして下さい。

　‌‌（事前登録、利用予約の受付は一時預かり保育室

で行います）

●問い合わせ

　乳幼児一時預かり保育室‌ ☎４６・８７０７

　子育て健康課‌ ☎４３・６８０８

　赤穂すこやかセンター内の保育室で、家庭で保育を受けることが一時的に困難となった

お子さんをお預かりします。

　お子さんを連れて行けない用事があるとき、リフレッシュしたいときにも利用できます。

「乳幼児一時預かり事業」をご利用ください。

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
3
歳
児
保
育
を
試
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

（第13回赤穂でえしょん祭りで踊る園児‌H28.11）

（尾崎幼稚園改築お祝い会で歌う園児‌H28.12）

（御崎保育所）
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防災行政無線の放送、サイレン吹鳴に

ご理解をお願いします。

　　　　　　　　‌㉄消防本部‌警防課‌通信指令係　☎43・0119

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

毎
年
９
月
９
日
を「
救
急
の
日
」と
し
、

こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を「
救
急
医
療
週

間
」（
今
年
は
９
月
３
日（
日
）
～
９
月
９

日（
土
）
ま
で
。）
と
定
め
、
救
急
業
務
等

の
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

～
救
急
車
が
来
る
ま
で

あ
な
た
が
救
急
隊
～

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然

の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
予
測

が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
病
院
へ

行
く
ま
で
に
適
切
な
応
急
手
当
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
け
が
や
病
気
の
悪
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
突
然
、
意
識
を
な
く
し
て
倒
れ
、

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
心
肺

停
止
状
態
と
な
っ
た
場
合
、
救
急
隊
が

到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手
当
て
が
大
切

で
す
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の
適

切
な
行
動
が
、
救
命
率
を
格
段
に
向
上

さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
が
来
る
ま
で
あ
な
た
が
救
急

隊
で
す
！
知
識
を
身
に
つ
け
勇
気
を
だ

し
て
応
急
手
当
て
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

「
早
い
１
１
９
番
通
報
」「
早
い
心
肺
蘇

生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
除
細
動
」の
２

つ
を
お
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た

心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

勇
気
を
だ
せ
ば
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す

問 
消
防
本
部  

救
急
課　

☎
43
・
６
８
８
４

応急手当WEB講習
一般市民向け

目の前で誰かが倒れてしまったとき、

あなたは助けてあげることができますか？

特別な資格がなくても、誰にでも行えるのが応急手当です。

万が一の緊急事態に備えて、適切な応急手当を学び、

日頃から身につけておきましょう。

消防庁ホームページより

普通救命講習を開催します！
●日　時　９月３日（日）

　　　　　午前９時～正午（３時間）

●場　所　赤穂市防災センター

　　　　　（赤穂市消防本部３階）

●対　象　‌‌赤穂市、上郡町、播磨科学公園都市

内在住・在勤の中学生以上の人

●定　員　20名程度 (先着順 )

●申　込　‌‌９月２日（土）午後８時までに電話で

お申し込みください。

　※‌‌実技を行いますので、動きやすい服装でお

越しください。

●申込・問い合わせ先

　赤穂市消防本部‌救急課　　☎４３・６８８４

　上郡消防署‌救急係　　　　☎５２・５１１９

　上郡消防署‌新都市分署　　☎５８・０１１９

救急フェアを開催します！
　赤穂消防署では、救急業務について理解を

深めていただくために、イオン赤穂店でAED、

高規格救急車及びはしご自動車の展示と救急啓

発活動を行います。

　また、救急医療週間期間中、市内の小学６年

生と中学２年生から応募いただいた救急イラス

トを展示します。

　皆さまのご来場をお待ちしています。

●日　時　９月10日（日）‌午前９時～正午

　※‌‌救急イラストの展示は９月３日から９月

10日まで行います。

●場　所　イオン赤穂店店内及び駐車場

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　今回は上下水道部の窓口業務についてご紹介します。上下水道部の庁舎は、市役所の南側にあり、その庁舎にある窓

口では、水道の開栓・閉栓の受付や、水道料金の収納、水道全般の相談などを行っています。

　水道の開栓・閉栓は、引っ越しなどにより水道を新たに使用する場合や、水道を使わなくなった場合に連絡をいただ

いた後、職員が水道メーターの取り付け、取り外しに伺っています。

　赤穂市の水道料金は、主な水源である千種川の水量が豊富で水質が良質なことや、水源から市街地の配水区域が近い

ため配水効率が良いことに加え、事業運営について徹底した合理化や効率化を図り、コストの縮減に努めることなどに

よって日本一安い水道料金を維持しています。料金の納付については、通常2カ月ごとに水道メーターの検針を行い、翌

月の25日までに下水道使用料と一緒に納めていただいています。料金の詳細は、検針時に差し入れる「水道使用水量等

のお知らせ」に記載していますので、ご覧ください。

　また、水道施設の歴史やしくみに関するお問い合わせなど、赤穂市の水道をより身近に感じていただくために説明を

随時行っています。玄関ホールには、水道に関する写真や器具の展示もしていますので、お気軽にお立ち寄りください。

（K）

赤穂市上下水道部の話 ⑥
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　今回は上下水道部の窓口業務についてご紹介します。上下水道部の庁舎は、市役所の南側にあり、その庁舎にある窓

ののの

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

　今回は上下水道部の窓口業務についてご紹介します。上下水道部の庁舎は、市役所の南側にあり、その庁舎にある窓

ののの水

九州北部豪雨災害に係る義援金を募集しています ㉄市長公室‌危機管理担当　☎43・6866

　消防本部では、赤穂市内で火災が発生し、地元消

防団員の招集が必要な場合、従来の消防団詰所のサ

イレン吹鳴とあわせて、防災行政無線による「消防

団員招集連絡放送」を行っています。

　サイレンの音や防災行政無線の放送が不安に感じ

られるかと思いますが、消防団員をいち早く招集する

手段として、また、皆さまへ注意喚起するための最も

有効な手段の一つですので、ご理解とご協力をお願い

します。

★放送内容の確認は自動音声案内で。

　防災行政無線の放送内容は、風向きや雨音などの

気象条件、地形や建物の反響等により聞こえにくい

場合があります。こうした場合、下記の番号に電話

をしていただくと、放送内容を確認することができ

ます。

●問い合わせ番号　☎４３・７０７０（自動音声案内）

　７月５日からの九州北部豪雨に伴う災害にお

いて甚大な被害が生じています。被災された方々

への支援のため、義援金を募集しています。

　皆さまのご協力をお願いします。

●募金箱設置場所

　‌‌ ▽市役所（１階　社会福祉課窓口及び市民課

窓口前）‌ ▽各公民館‌ ▽文化会館‌ ▽歴史博物館‌

▽海洋科学館‌ ▽民俗資料館‌ ▽美術工芸館（田

淵記念館）‌ ▽市民総合体育館‌ ▽図書館

●募集期間

　８月31日（木）まで

●義援金の取扱い

　‌‌日本赤十字社兵

庫県支部を通じ

て送金する予定

です。

※‌‌消防本部からの消防団員招集連絡放送等の防災行政無線による放送は、赤穂市のホームページ及び赤穂市防災

情報ネットでは確認できません。
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国民年金掲示板

「受け取る年金を増やしたい」・・・このような制度があります！

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

●付加保険料で増額

　月額16,490円の保険料に加えて、月400円の付

加保険料を納付すれば、年金を「年200円×納付月

数」分増やすことができます。

　例）付加保険料を5年間納付した場合

　　納めた保険料→400円×60月＝24,000円

　　付加年金額→200円×60月＝12,000円

　2年間の受給で元が取れ、その後も増額した年金

を一生受け取れます。

●任意加入で増額

　「60歳になったが年金の見込み額が少ない」。こ

んなとき、国民年金の任意加入制度で年金を増や

すことができます。

　例）  60 ～ 65歳までの5年間任意加入で納付した

場合

　　納めた保険料→16,490円×60月＝989,400円

　　増える年金額→19,483円×5年≒97,415円

１年分の保険料を納めることにより老齢基礎年金が増額

される目安

779,300円（平成29年4月時点の満額の年金額）/40年

　　　　　　≒19,483円（年額）増額

　約10年間の受給で元が取れ、その後も増額した

年金を一生受け取れます。

●‌‌国民年金保険料の納付案内等を民間業者に委託

しています

　日本年金機構では、納め忘れとなっている国民

年金保険料の納付や免除等申請手続きの案内につ

いて、民間業者に委託しています。

　受託事業者は電話や文書、戸別訪問等によりご

案内をさせていただいています。

　伺った際は、必ず日本年金機構が発行した顔写

真入りの身分証明書を提示しますので確認をお願

いします。

＊委託業者名　㈱バックスグループ

　委託に関する問い合わせは姫路年金事務所まで

☎079・224・6382

　市では、高齢者の外出時の事故や認知症高齢者

の保護など緊急時の対応を迅速に行うため、「あん

しん見守りキーホルダー登録事業」を実施してい

ます。

●あんしん見守りキーホルダー登録事業

　65歳以上の人を対象に、申請者に無料で登録番

号の書かれたキーホルダー等を交付しています。

　申請者は名前や緊急連絡先を市に登録し、キー

ホルダー等を身に付けることで、外出時に倒れた

り、徘徊した場合に、速やかに身元確認ができ、

迅速な対応が可能となるものです。登録内容は赤

穂警察署と共有されます。

　登録者からは「外出時、何かあった時に安心なの

で、お守り代わりにキーホルダーを持っています」、

家族からも「母は、今は元気でよく外出しています

が、何かあった時のために、常にキーホルダーを

持たせています」などの感想を頂いています。

●対象者

　赤穂市に住所を有する人（施設入所の人は除く）

のうち、65歳以上の人又は認知症の症状がある人

など

●申込・問い合わせ先

　地域包括支援センター（総合福祉会館内）

　医療介護課介護保険係（市役所５番窓口）

介護保険相談室

高齢者の安心・安全を守るために　～あんしん見守りキーホルダー～
高齢者を見守る支えるネットワーク

地域包括支援センター　　☎ 42・1201
医療介護課 介護保険係　☎ 43・6947

国保医療だより

ジェネリック医薬品（後発医薬品）差額通知にご理解を！

医療介護課 国保医療係　☎ 43・6813

　国保では、病院や薬局からお薬をもらっている人

で、ジェネリック医薬品に切り替えた場合の自己負

担額の削減額が一定額以上見込まれる人を対象に、

「ジェネリック医薬品差額通知書」を年２回送付して

います（必ずしも全員に通知書が届く訳ではありま

せん）。

　ジェネリック医薬品は、特許期間の過ぎた新薬（先

発医薬品）と同等の効き目があり、価格が４割から５

割程度も安いというメリットがあります。

　ジェネリック医薬品への切り替えによって、窓口

での自己負担額が減るだけでなく、国保全体の医療

費抑制にもつながります。

　ジェネリック医薬品への切り替えについては、お

医者さんや薬剤師さんにご相談ください。

医療機関等の窓口で支払う

自己負担額の減免等について

　災害や失業などの特別な理由により生活が一時的

に困窮し、医療費の支払いが困難となった場合には、

申請により最長６カ月間、医療機関等の窓口で支払

う医療費の自己負担額を減額、免除又は徴収猶予す

る制度があります。

　また、市民税非課税世帯の世帯主に対しては、収

入の状況により自己負担額の一部の助成を受けられ

る場合もありますので、詳しくは医療介護課国保医

療係までお問い合わせください。

親善グラウンドゴルフ大会について

　赤穂市老人クラブ連合会主催の「第23回親善グラ

ウンドゴルフ大会」が、６月15日に赤穂元禄スポー

ツセンターにおいて開催されました。

　毎年大勢の人が参加し、今年は38チーム228名

が、晴天の下、熱戦を繰り広げました。

成績は次のとおりです。

　●「団体の部」　※チームの合計年齢の高い方が上位

　　　優勝　尾崎Ａ　328打

　　　２位　西部Ｇ　328打

　　　３位　御崎Ｃ　329打

　●「個人の部」

　　　優勝　広田　政子　塩屋Ｂ　42打

　　　２位　池田登喜男　坂越Ｂ　46打

　　　３位　富田　安彦　塩屋Ｆ　47打

　団体の部で優勝した尾崎Ａチームは、10月４日に淡路市で開催される

兵庫県老人クラブ連合会「第５回グラウンドゴルフ県大会」に、市の代表と

して参加します。優勝を目指して頑張っていただきたいと思います。

市老連だより いきいき赤穂 №29 赤穂市老人クラブ連合会

団体の部　入賞者の皆さん

個人の部　入賞者の皆さん
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赤
穂
市
の
海
水
浴
場
は
7
月
17
日
に
海
開
き
し
ま
し
た
。
海
開
き
を
前
に
赤
穂
観
光
協
会
で
は

海
岸
清
掃
や
海
水
浴
場
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
丸
山
海
岸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が
行
わ
れ
、
海
水
浴
客
の
お
も
て
な
し

の
準
備
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
恒
例
の
坂
越
小
海
洋
訓
練
や
、
赤
穂
西
幼
稚
園
の
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
、
御
崎
小
の

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
学
習
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
瀬
戸
内
海
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

赤穂高教諭の原田大輝さんが６月に和歌山県で行われた2017年日本ベテランズ国際柔道大会Ｍ２クラス66kg級男子個人で優勝し、９月30日か
ら10月３日にかけてイタリアで開催される2017年ＩＪＦベテランズ国際柔道大会に出場されます。
赤穂市在住の相生産業高３年の三村茉由さんが７月16日に東京で開催された第33回全国高等学校簿記コンクールに兵庫県代表として個人の部
に出場されました。
お二人は出場を前に市長を表敬訪問し、それぞれの大会への思いを市長に話しました。（７/３　市長室）

赤穂元禄ゆかたまつりが大石神社境内で開催され、恒例のゆかた

自慢コンテストなどが行われました。また、ボクシングＩＢＦ世

界スーパーバンタム級チャンピオンの小
お ぐ

國
にゆ

以
きの

載
り

選手（写真 右）

が訪れ、写真撮影などでたくさんのファンと交流し、次回防衛戦

への意気込みを語りました。（７/８　赤穂大石神社境内）

有年保育所と有年地区老人クラブの交歓会「七夕会」が行われ、
一緒に笹飾りをつくったりして、交流しました。
（７/５　有年保育所）

西アフリカのブルキナファソから２人の音楽家が尾崎幼稚園を訪
問し、園児たちに現地の音楽を披露、子どもたちも自然と手拍子、
そしてアフリカのリズムに合わせて一緒に踊って、楽しく異文化
交流をしました。（７/18　尾崎幼稚園）

ふかふか気持ちいい　園庭を芝生化

あおぞら保育園では「県民まちなみ緑化事業補助金」を活用し、
園児と保護者で園庭を芝生化しました。作業を手伝った園児
は、気持ちよさそうに寝ころんでいました。
（７/１　あおぞら保育園）

夏
は
や
っ
ぱ
り
海
で
し
ょ
！

ア
フ
リ
カ
の
風
！ 

異
文
化
交
流

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
も
浴
衣
で
登
場
！

　

.

赤
穂
元
禄
ゆ
か
た
ま
つ
り

七
夕
の
交
流

　

ふ
れ
あ
い
交
歓
会
「
七
夕
会
」

全
国
へ
！ 

三
村
茉ま
由ゆ  

相
生
産
高

世
界
へ
！ 

原
田

た大い

輝き 

赤
穂
高
教
諭

挑
戦

赤穂西幼稚園親子ふれあい活動では、砂浜で相撲大会、ビー
チフラッグ競争などをしてお父さんたちとのふれあいを楽
しみ、最後はペットボトルなどで手作りしたイカダにのっ
て海を満喫しました。（７/15　恋が浜）

６年生22名が練習の成果を発揮し、力強く泳ぎました。 最後は仲よくチームで手を繋いでゴール！

スタート前に円陣で気合注入！

（７/23　生島周辺）

坂
越
小
、
伝
統
の
海
洋
訓
練

生島到着、島ま
で 泳 い で 渡 っ
た 子 ど も た ち
と 浜 辺 で 応 援
す る 保 護 者 が
同時に乾杯

海水浴場安全祈願祭
（７/３　伊和都比売神社前）

御崎小の環境体験学習（７/13　大塚海岸） シルバー会員によるボランティア清掃
（７/８　丸山県民サンビーチ）

フォトニュース

の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。(アドレス) http://www.city.ako.lg.jp/ar.html
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㉄環境課　☎４３・６８２１みんなで考えよう!! 「産廃」のこと

「
迷
家
奇
譚
」

 

川
奈‌

ま
り
こ

　

不
意
に
怪
異
を
語
り
だ

す
人
々
。
奇
譚
に
埋
め
込

ま
れ
、
漂
っ
て
い
る
記
憶

と
は
︱
。
異
色
の
オ
カ
ル

ト･

ル
ポ
。

「
よ
う
こ
そ
、
認
知
症
カ

フ
ェ
へ
」‌

武
地‌　

一

　

認
知
症
カ
フ
ェ
に
必
要

な
医
療･

ケ
ア･

施
策
の

基
礎
知
識
な
ど
を
、
各
地

の
取
り
組
み
事
例
と
と
も

に
紹
介
す
る
。

「
時
の
鐘
」

‌

十
一
谷‌

朋
代

　

き
び
し
い
お
母
さ
ん
、

い
そ
が
し
い
お
母
さ
ん
。

な
や
み
を
抱
え
る
７
歳
の

女
の
子
た
ち
が
出
会
う
夏

の
小
さ
な
奇
跡
の
物
語
。

「
海
の
ぷ
か
ぷ
か
」

‌

高
久‌　

至

　

海
の
中
を
た
だ
よ
っ
て
、

浮
遊
生
活
を
す
る
生
き

も
の
を
写
真
で
紹
介
す
る

絵
本
。

▪「秦氏を考えるシンポジウム2017」の開催
日時：９月18日（月･祝）午後１時～４時30分
場所：赤穂市文化会館（ハーモニーホール）
定員：300名（先着順） ※要事前申込　参加無料
第１部【基調講演】
①｢秦氏と賀茂氏の関係｣‌‌ 松尾大社　南 美宜氏
②‌‌｢播磨の秦氏と吉備の秦氏｣‌ 神戸大学　古市 晃氏
③｢雅楽が繋ぐ大避神社｣‌‌ 東儀 道子氏
④｢大避神社の御祭神と祭り｣‌ 大避神社　生浪島 堯氏
第２部【シンポジウム】パネルディスカッション△

コーディネーター‌ 京都産業大学　井上 満郎氏△

パネリスト‌ 基調講演者４名の方々
●‌‌申込 ･ 問い合わせ先 : ｢秦氏を考えるシンポジウム
実行委員会事務局（図書館内）｣‌ ☎４３・０２７５

▪朗読 ･話し方講座（３回）
「人前で読む･話すことに自信をつけよう」
第１回：９月16日（土） 午前10時15分～11時45分
講師：アナウンスプランナー　水野かおり氏
※対象＝一般の人。話し方、朗読に興味のある人。

▪来夢朗読会
日時：９月22日（金） 午後２時～
場所：2階視聴覚室
朗読：赤穂朗読ボランティア 来夢
●問い合わせ先　図書館‌ ☎４３・０２７５

新

刊

紹

介

﹁
ぼ
く
は
、
や
っ
ぱ
り
図
書
館
が
す
き
﹂

‌

／
漆
原‌　

宏

﹁
女
社
長
、
世
界
を
翔
る
﹂／
藤
浪‌

芳
子

﹁
察
す
る
人
、
間
の
悪
い
人
︒﹂／
中
谷‌

彰
宏

﹁
な
が
ら
筋
膜
リ
リ
ー
ス
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の
ぐ
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径
大

﹁
勝
間
式
超
ロ
ジ
カ
ル
家
事
﹂／
勝
間‌

和
代

﹁
ま
る
ご
と
わ
か
る
ト
マ
ト
﹂／
田
淵‌

俊
人

﹁
ち
ひ
ろ
を
訪
ね
る
旅
﹂／
竹
迫‌

祐
子

﹁
お
ば
さ
ん
の
金
棒
﹂／
室
井‌　

滋

﹁
孤
道
﹂／
内
田‌

康
夫

﹁
夜
明
け
告
げ
る
ル
ー
の
う
た
﹂／
湯
浅‌

政
明

﹁
ば
あ
ば
は
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
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楠‌　

章
子

﹁
ほ
ん
と
さ
い
こ
う
の
日
﹂／
レ
イ
ン‌

ス
ミ
ス

﹁
質
問
す
る
、
問
い
返
す
﹂／
名
古
谷‌

隆
彦

﹁
七
福
神
の
大
阪
ツ
ア
ー
﹂／
く
ま
ざ
わ‌

あ
か
ね

﹁
ぼ
く
た
ち
の
リ
ア
ル
﹂／
戸
森‌

し
る
こ

～産業廃棄物の種類⑥木くず～

今回は産業廃棄物のうち、「木くず」についてご紹介します。
・木くず　
　産業廃棄物の木くずとなるものは次のものです。
　①建設業に係るもの（工作物の新築、改築、除去に伴って生じたものに限る）
　②木材又は木製品製造業（家具の製造業を含む）に係るもの
　③パルプ製造業に係るもの
　④輸入木材の卸売業および物品賃貸業に係るもの
　⑤‌‌貨物の流通のために使用したパレット（パレットへの貨物の積付けのために使用したこん包用の木
材を含む）に係るもの（業種の限定なし）

　⑥ＰＣＢが染み込んだもの（業種の限定なし）
上記以外の木くずは一般廃棄物となります。
‌ （出典：新日本法規出版㈱「わかりやすい廃棄物処理法の手引」）
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図書館～ ～Library
ら い ぶ ら り

Library
ら い ぶ ら り

Library
http://www.ako-city-lib.com

図書館からのお知らせ

第33代赤穂義士娘を募集します

ル・ポン国際音楽祭2017　赤穂・姫路

フロントスタッフ・通訳ボランティアを募集します！

　忠臣蔵パレードを彩る「義士娘人力道中」に出演
し、以後１年間、全国各地で行われるキャンペー
ン等で赤穂市の PRをしていただきます。
●応募資格　次の条件を満たす女性。

　 ‌‌▽市内又は赤穂市近郊に住所を有する人、若しく
は市内に在勤、在学の人。 ▽平成29年12月１日
現在、満18歳以上（高校生は不可）30歳未満の未
婚の人。ただし、観光レディやキャンペーンガー
ル等、他団体が実施する義士娘と同様の趣旨に
よるものに選定もしくは内定されていない人。

　 ‌‌▽義士娘として赤穂義士祭に出演するほか、１年
間観光行事や公的諸行事（宿泊を伴う行事あり）
に参加できる人。
●‌‌応募方法　申込書に必要事項を記入し、右記応
募先まで持参、ＦＡＸ又は郵送してください。

　※自薦、他薦は問いません。
●応募締切　９月22日（金） 午後５時必着
●選考方法　面接選考を行い、２名が選ばれます。

　 ‌‌▽面接日時＝10月15日（日） 午前10時‌～

　 ▽場所＝市役所
●‌‌賞金等　賞金５万円・旅行券５万円・副賞
　※‌‌ほかに、選考会の参加者とその推薦者にもれな
く記念品（赤穂オリジナルキーホルダーなど）
を進呈します。

●‌‌応募・問い合わせ先

　赤穂義士祭奉賛会事務局‌ 〒678-0292（住所不要） 産業観光課　☎43・6839　FAX46・3400
　（一社）赤穂観光協会‌ 〒678-0239 赤穂市加里屋328番地　 ☎42・2602　FAX42・3840
　※‌‌申込書は、産業観光課、（一社）赤穂観光協会、各地区公民館等に置いてあるほか、市のホームページか
らもダウンロードできます。

●‌‌活動の条件等　活動は無償で、交通費も自己負
担でお願いします。なお、活動時の事故に備えて、
事務局でボランティア保険に加入します。
●‌‌応募方法　所定の登録申込書に必要事項を記入
の上、８月31日（木）までに郵便、ＦＡＸ、メー
ルにてお送りください。

《フロントスタッフ》

●日時　10月 ‌7日（土） 午後３時30分～７時30分
　　　　10月 ‌8日（日） 午後２時30分～６時30分
　　　　10月10日（火） 午後５時～９時
　　　　10月11日（水） 午後５時～９時
●‌‌内容　演奏会のお手伝い・受付など。配置は主
催者側で決定します。
●活動場所　会場内外
●応募条件　高校生以上の人

《通訳ボランティア》（主に英語）

●日時　10月 ‌4日（水）～ 11日（水） 赤穂市内
　　　　10月12日（木）～ 14日（土） 姫路市内
　‌‌　活動時間は、最長で午前９時から午後10時。
日時の詳細は企画広報課までお問い合わせくだ
さい。
●‌‌内容　通訳／演奏会・リハーサルのお手伝いな
ど。配置は主催者側で決定します。
●活動場所　赤穂市、姫路市の各会場付近。
●応募条件　18歳以上の人
●‌‌その他　通訳ボランティアの人は、９月17日（日）
（予定）に姫路市内で開催する研修会に可能な限
り参加してください。

●応募・問合わせ先

　（フロントスタッフ申込先）　〒678-0292（住所不要）　教育委員会生涯学習課
‌ ☎43・6858　FAX43・6895　メール：kyosyogai@city.ako.lg.jp
　（通訳ボランティア申込先）　〒678-0292（住所不要）　企画広報課企画政策係
‌ ☎43・6867　FAX43・6822　メール：kikaku@city.ako.lg.jp
　‌‌　申込書は、文化会館、教育委員会生涯学習課、企画広報課、各公民館にあります。また、ル・ポン国
際音楽祭ホームページ（http://www.imf-le-pont.jp/）からもダウンロードできます。
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８
月
15
日（
火
）は
終
戦
記
念

日
で
す
。
今
年
も
市
で
は
、
正

午
に
戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
を

祈
念
し
て
市
庁
舎
の
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
も
黙
と
う
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

㉄‌‌

行
政
課‌

☎
43
・
６
８
５
０

　

海
洋
科
学
館
及
び
美
術
工

芸
館（
田
淵
記
念
館
）は
、
８
月

15
日（
火
）を
臨
時
開
館
し
、
８

月
17
日（
木
）
を
臨
時
休
館
し

ま
す
。

㉄‌‌

文
化
と
み
ど
り
財
団

‌

☎
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・
３
２
６
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飲
食
料
品
等
の
軽
減
税
率
対

象
品
目
を
取
り
扱
う
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
関
係
の
あ
る
制
度

で
す
。
ま
ず
は
制
度
を
知
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

⃝
‌‌

日
時　

９
月
20
日（
水
）

　

午
前
11
時
～
正
午

⃝
‌‌

場
所　

市
民
会
館
大
会
議
室

㉄‌‌

相
生
税
務
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‌

☎
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０
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３
１

‌
‌

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス﹁
2
﹂

　

個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
、

住
民
税
と
は
別
に
個
人
で
事
業

を
行
う
人
に
か
か
る
税
で
す
。

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
８
月
31
日（
木
）で
す

の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア（
30
万
円
以
下
の
納
付

書
に
限
り
ま
す
）
等
で
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
個
人
住
民
税（
普
通

徴
収
）
の
第
２
期
分
の
納
期
限

も
、
同
じ
８
月
31
日（
木
）
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替

制
度
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

㉄‌‌

税
務
課‌

☎
43
・
６
８
０
３

　

龍
野
県
税
事
務
所

‌

☎
０
７
９
１
・
63
・
５
６
７
０

お知らせ

戦
没
者
慰
霊
・
平
和
記
念

の
黙
と
う

お知らせ

臨
時
開
館
・
休
館

お知らせ

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

お知らせ

個
人
事
業
税
・
住
民
税

の
納
税
に
つ
い
て

⃝
日
時　

８
月
27
日（
日
）

　

‌‌
午
前
９
時
～
正
午（
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
午
前
10
時
～
）

⃝

場
所　

有
年
公
民
館

⃝
‌‌

内
容　

コ
ー
ラ
ス
、
リ
コ
ー

ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル「
ド
ル

チ
ェ
」コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

㉄‌‌

有
年
公
民
館

‌

☎
49
・
２
０
０
４

　

今
年
も
名
月
と
邦
楽
の
調
べ

や
茶
会
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
！

⃝
‌‌

日
時　

９
月
30
日（
土
）

　

‌‌

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

（
邦
楽
等
午
後
６
時
開
演
）

⃝
‌‌

場
所　

赤
穂
市
文
化
会
館

　

‌‌

▽
お
茶
席
＝
小
ホ
ー
ル 

　

▽
邦
楽
等
芸
能
＝
大
ホ
ー
ル

⃝
‌‌

茶
道　

裏
千
家

　

茶
席
券　

1
席
４
０
０
円

　

（
前
売
券
３
５
０
円
）

※
前
売
券
は
市
民
会
館
ま
で
。

⃝
‌‌

邦
楽
等　

▽
赤
穂
芸
能
文
化

協
会 

▽
摂
楠
流
赤
穂
吟
詠

会 

▽
神
伝
真
正
早
渕
流
剣

詩
舞
道
赤
穂
支
部 

▽
賀
堂

流
赤
穂
吟
詠
会 

▽
赤
穂
民

謡
同
好
会「
塩
華
」 

▽
琴
伝

流
大
正
琴
赤
穂
グ
ル
ー
プ

　

‌‌

▽
赤
穂
歌
謡
同
好
会 

▽
赤

穂
民
俗
芸
能
保
存
会
連
合
会

⃝
‌‌

入
場
料　

無
料

⃝
‌‌

お
願
い　

駐
車
場
の
収
容
台

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

車
で
お
越
し
の
場
合
は
で
き

る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
周
辺
へ
の
迷

惑
駐
車
を
し
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄‌‌

赤
穂
観
月
会
実
行
委
員
会
事

務
局（
市
民
会
館
）

‌
☎
43
・
７
４
５
０

　

国
際
交
流
協
会
で
は
外
国

の
文
化
や
生
活
習
慣
を
気
軽
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
国
際

理
解
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
活
動

を
通
し
て
、
実
際
に
体
験
し
た

異
文
化
や
生
活
習
慣
な
ど
を
解

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
途
上

国
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の

た
め
人
材
育
成
・
能
力
開
発
、

社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
日
本
が
行
っ
て
い
る
国
際
協

力
活
動
と
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
に
つ
い
て
、
講
演
会
と
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

講
演
会　

▽
場
所
＝
図
書
館

２
階
視
聴
覚
室 

▽
日
時
＝

８
月
27
日（
日
） 

午
後
1
時

30
分
～
４
時 

▽
定
員
＝
先

着
40
名

⃝
‌‌

写
真
展
　
▽
日
時
＝
８
月
21

日（
月
）
～
25
日（
金
） 

▽
場

所
＝
市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

⃝
‌‌

参
加
料
　
無
料
、
申
込
不
要

㉄‌‌

国
際
交
流
協
会
事
務
局（
市

役
所
市
民
対
話
課
内
）

‌

☎
43
・
６
８
１
８

　

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対

策
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
申
請
が
ま
だ
お
済
み

で
な
い
人
は
、
お
早
め
に
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
‌‌

申
請
期
限

　

９
月
12
日（
火
）ま
で

⃝
‌‌

支
給
対
象
者　

平
成
28
年
1

月
1
日
に
赤
穂
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
平
成
28
年
度

分
の
市
民
税（
均
等
割
）が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人
が
対
象

で
す
。
た
だ
し
次
の
場
合
は

除
き
ま
す
。

・‌‌

課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養

親
族
等
に
な
っ
て
い
る
場
合

・‌‌

生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る

場
合

⃝
‌‌

支
給
額‌

支
給
対
象
者
1
人

に
つ
き
１
５
，０
０
０
円（
1

回
限
り
）

⃝
‌‌

申
請
方
法　

支
給
対
象
者
宛

に
送
付
済
み
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
、

添
付
書
類
等
を
確
認
の
上
、

窓
口
に
持
参
又
は
郵
送
に
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

‌

☎
43
・
６
９
８
６

催し

音
楽
の
つ
ど
い
と

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

催し

赤
穂
観
月
・
芸
能
の
夕
べ

催し

国
際
理
解
講
座

「
私
の
国
際
協
力
活
動

と
異
文
化
体
験
」

お知らせ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
は
お
済
で
す
か
？

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　㉄企画広報課　☎ 43・6873

農業共済加入者の皆さまへ

水稲共済の掛金納付期限

８月31日（木）
（※掛金の口座振替日も同日です。）

◇お問い合わせ◇

赤相農業共済事務組合
☎４５・１１０１

「下水道いろいろコンクール」作品募集　◇テーマ　下水道に関するいろいろな事柄

●標語　※応募資格制限なし

　 ‌‌▽ 官製ハガキ又はハガキ大の用紙１枚に作品１
点  ▽住所、氏名、年齢、電話番号を明記。（応募点
数に制限はありませんが、用紙１枚に１点としてく
ださい。）
●書道　※小・中学生のみ

　 ‌‌▽小学校低学年「下水どう」  ▽小学校高学年「下水道
の役割」  ▽中学生「下水道と環境」
　※‌‌半紙を縦長で使用。左端に学年・氏名を墨書き。
台紙は付けないでください。

●絵画・ポスター　※小・中学生のみ
　‌‌ ▽Ｂ4 ～Ａ2判  ▽ポスターには必ず「９月10日下水
道の日」の文字を入れてください。 ▽絵画の場合、
文字は入れないでください。 ▽作品の裏面に、学校
名、学年、氏名を明記。
●作文　※小・中学生のみ
　‌‌ ▽400字詰原稿用紙で、小学校低学年は２～３枚以
内、高学年は３～４枚以内、中学生は４～５枚以内。
ただし、自筆原稿に限ります。（パソコン不可）  ▽作
品には、タイトル、学校名、学年、氏名を明記。

●新聞　※小・中学生のみ
　‌‌ ▽学校・クラス・グループ・個人など応募単位は自由。

▽Ｂ4判又はＡ3判～模造紙大以内の用紙の片面に
新聞形式で編集（自筆・パソコン・絵・写真入りカラー
等表現方法は自由。）  ▽テーマは「下水道」  ▽作品の
裏面に学校名、学年、氏名（複数の場合はグループ名）
を明記。

●賞　金賞・銀賞（賞状と副賞）
　応募者全員に参加賞
　‌‌ ▽金・銀賞作品は①９月15日（金）～ 28日（木）、市
役所１階エントランスホール　②10月６日（金）～
19日（木）、プラット赤穂２階通路ギャラリー（映画
館横）に展示する予定です。
　※‌‌全応募作品は、公益社団法人日本下水道協会主催
の「下水道いろいろコンクール」に出展し、全国規
模での審査を受けるため返却できません。あらか
じめご了承ください。

●‌‌応募　９月５日（火）までに持参、又はお送りくだ
さい。
●問い合わせ　〒678-0239　赤穂市加里屋89-1
　‌ 上下水道部総務課　☎４３・６８３２

あ
な
た
の

 

市
税
・
県
税

役
立
っ
て
い
ま
す
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も
う
一
度
助
産
師
・
看
護
師

と
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

眠
っ
て
い
る
せ
っ
か
く
の
資

格
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
？
あ
な

た
の
職
場
復
帰
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

　

再
就
職
に
関
し
て
不
安
を
お

持
ち
の
人
を
対
象
に
、
市
民
病

院
職
員
が
お
話
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
迷
っ
て
い
る
人
、
今
す

ぐ
就
職
で
き
な
い
人
も
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

募
集
条
件　

看
護
師
・
助
産

師
免
許
を
有
し
、
将
来
的
に

臨
床
現
場
へ
の
復
帰
を
希
望

さ
れ
る
潜
在
看
護
師
・
助
産

師
の
人（
当
院
へ
の
就
職
が
、

研
修
受
講
の
条
件
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

⃝
‌‌

募
集
人
数　

５
名
程
度

⃝
‌‌

研
修
日
時　

9
月
26
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
‌‌

研
修
会
場　

市
民
病
院
４
階

寺
子
屋
・
デ
イ
ル
ー
ム

⃝
‌‌

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　‌‌

▽
当
院
で
用
意
し
ま
す
。（
申

し
込
み
時
に
洋
服
の
サ
イ
ズ

と
身
長
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
） 

▽
髪
が
長
い
人
は
、
ま

と
め
る
た
め
の
ピ
ン
や
ゴ
ム

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

ご
準
備
い
た
だ
く
も
の

　

‌‌

▽
筆
記
用
具 

▽
白
系
の
運

動
靴（
上
履
き
） 

▽
昼
食（
食

堂
・
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
ま
す
。）

⃝
‌‌

そ
の
他　

研
修
日
に
は
、
未

就
学
児
の
お
子
さ
ま
を
お

預
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
申
し
込
み
の
際
に
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
） 

▽
一
度

研
修
を
受
講
さ
れ
、
再
度
ご

希
望
さ
れ
る
人
も
申
し
込
み

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

⃝
‌‌

申
込　

９
月
５
日（
火
）ま
で

に
受
講
申
込
書
に
氏
名
、
住

所
等
を
明
記
し
、
市
民
病
院

ま
で
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

電
話
。

⃝
‌‌

申
込
、
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
病
院
看
護
部　

　

教
育
担
当　

喜
多
川

　

‌‌

メ

ー

ル　

ka
n
g
o
1
0
9
0
@

a
m
h
.a
ko
.h
yo
g
o
.jp

‌

☎
43
・
３
２
２
２
㈹

‌

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
・
０
３
５
１

募集

職
場
復
帰
の
た
め
の

研
修
会
【
市
民
病
院
】

市
民
短
歌
会
作
品

⃝
‌‌

詠
草　

一
人
２
首（
ハ
ガ
キ

に
楷
書
で
書
く
） 

▽
詠
草

の
末
尾
に
住
所
・
氏
名
を

記
入 

▽
短
歌
会
の「
参
加
」・

「
不
参
加
」も
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

⃝
‌‌

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
又

は
在
勤
・
在
学
の
人
及
び
そ

れ
に
準
ず
る
人

⃝
‌‌

応
募
締
切　

９
月
22
日（
金
）

必
着

⃝
‌‌

応
募
先　

郵
便
ハ
ガ
キ
で
、

と
べ
ら
発
行
所(

〒
678

｜

0163‌

高
雄
１
８
７
６

｜

１ 

尼
子
勝

義 

方
）又
は
、
赤
穂
市
民
会

館
内
市
民
文
化
祭
短
歌
会
係

（
〒
678

｜

0233‌

加
里
屋
中
洲
３

｜

55
）ま
で

⃝
‌‌

短
歌
会　

10
月
７
日（
土
）

　

‌‌

午
後
２
時
～ 

市
民
会
館

　

１
階 

第
４
会
議
室

⃝
‌‌

選
者　

桑
岡‌

孝
全
先
生（
関

西
ア
ラ
ラ
ギ
）　

⃝
‌‌

表
彰　

市
長
賞
、
議
長
賞
、

教
育
委
員
会
賞
、
文
化
協
会

賞
、
奨
励
賞（
表
彰
式
は
11

月
３
日
）

市
民
俳
句
会
作
品
募
集

⃝
‌‌

兼
題　

四
季
を
通
じ
て
雑
詠

⃝
‌‌

出
句
数　

５
句
以
内

⃝
‌‌

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
又

は
在
勤
・
在
学
の
人

⃝
‌‌

出
句
締
切　

8
月
20
日（
日
）

必
着

⃝
‌‌

出
句
料　

１
，０
０
０
円(

出

句
時
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
）

⃝
‌‌

応
募
先　

所
定
の
応
募
用
紙

に
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、

赤
穂
俳
句
愛
好
会（
〒
678

｜

0211
南
宮
町
３

｜

14 

武
本
敬

子 

方
）又
は
、
赤
穂
市
民
会

館
内
市
民
文
化
祭
俳
句
会
係

（
住
所
は
上
と
同
じ
）ま
で

⃝
‌‌

俳
句
会　

10
月
4
日（
水
）

　

‌‌

午
後
1
時
30
分
出
句 

市
民

会
館
1
階 

第
4
会
議
室

⃝
‌‌

席
題　

俳
句
会
当
日
午
前
9

時
30
分
頃
に
句
会
場
に
掲
示

⃝
‌‌

選
者　

水
田
む
つ
み
先
生

（「
田
鶴
」
主
宰
・
ホ
ト
ト
ギ

ス
同
人
）

※‌‌

募
集
要
項
は
、
市
民
会
館‌

又
は
各
地
区
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

㉄‌‌

市
民
会
館‌

☎
43
・
７
４
５
０

　

詳
し
く
は
、
市
民
会
館
で
配

布
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ‌

さ
い
。

⃝
‌‌

部
門　

日
本
画
・
洋
画
・
書

（
漢
字
・
か
な
・
篆
刻
）・
写
真
・

彫
塑
工
芸

⃝
‌‌

応
募
資
格　

制
限
な
し
。（
た

だ
し
、
中
学
生
以
下
は
除
く
）

⃝
‌‌

応
募
制
限　

▽
日
本
画
・
洋

画
・
書
・
写
真
は
一
人
１
点
。

（
た
だ
し
篆
刻
は
漢
字
又
は

か
な
と
の
重
複
可
） 

▽
彫
塑

工
芸
は
一
人
２
点
以
内
。

※‌‌

未
発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

※‌‌

入
選
後
、
応
募
規
定
に
違
反

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
は
、
入
選
を
取
り
消
し

ま
す
。

⃝
‌‌

出
品
料　

無
料

⃝
‌‌

展
示
期
間　

９
月
14
日（
木
）

～
17
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
6
時

　

‌‌（
９
月
17
日
は
午
後
４
時
ま

で
）

⃝
‌‌

展
示
会
場　

文
化
会
館
・

　

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

㉄‌‌

市
民
会
館‌

☎
43
・
７
４
５
０

⃝
‌‌

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男

性
60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の

人
、
会
員
と
な
っ
て
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
。
剪
定
・
除

草
・
家
事
援
助
、
軽
作
業

等
、
腕
を
振
る
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
臨
時
的
・
単
発
的
な

仕
事
も
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
就
業
募
集
状
況
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

‌‌

是
非
、
入
会
説
明
会
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

9
月
の
入
会
説
明
会

・
日
時‌‌

9
月
11
日（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

⃝
‌‌

お
仕
事
承
り
ま
す　

▽
不
用

品
の
処
分 

▽
家
事
手
伝
い

　

‌‌

▽
人
材
派
遣
等　

そ
の
他
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
‌‌

正
職
員
募
集‌‌

募
集
１
名

　

‌‌

▽
高
卒
以
上
35
歳
以
下 

▽

職
務
内
容
＝
総
合
職（
事
務

管
理
他
）
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
も
し

く
は
セ
ン
タ
ー
事
務
所
ま
で

㉄‌‌（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

‌

☎
43
・
７
２
０
０

‌
h
ttp
://w

w
w
.a
k
o
-sjc.jp

募集

第
56
回
赤
穂
市
民
文
化
祭
出
展
作
品
募
集

募集
「
２
０
１
７
（
第
32
回
）

赤
穂
市
美
術
展
」
作
品
募
集

募集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス
https://www.facebook.com/akoharmony
自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーション

赤穂市文化会館をご利用の際は、当館駐車場への駐車をお願いいたします。特に、

フレスポ赤穂の駐車場には絶対に駐車しないようにしてください。当館の駐車場

は台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用の上お越しください。

近隣の商業施設への駐車はおやめください

出　演：佐渡裕（指揮）、兵庫芸術文化センター管弦楽団（PAC）、
 スペシャル・ゲスト・プレイヤー：水島愛子（Vn）ほか
曲　目：ドヴォルザーク 交響曲第9番「新世界より」、チャイコフス

キー 「弦楽セレナーデ」ほか
入場料：一般3,500円、友の会3,000円、高校生以下1,000円（友の

会割引無し）※未就学児の入場はご遠慮ください。

PACシーズン・オープニング・フェスティバル2017 in赤穂

９月９日(土)　14：00開演　大ホール　全席指定

出　演：橋之助 改め 八代目中村芝翫、国生 改め 四代目中村橋之助  ほか
演　目：「猩々」、「襲名披露 口上」、一谷嫩軍記「熊谷陣屋」
入場料：一等席6,000円、二等席5,000円、高校生以下1,000円（二

等席限定）※友の会2割引 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

松竹大歌舞伎
　中村橋之助 改め 八代目中村芝翫襲名披露

９月21日(木)　13：30開演　大ホール　全席指定

好評発売中

好評発売中

出　演：村田恵子、棚橋恭子、中村翔太郎、中村洋乃理
曲　目：テレマン ４つのヴィオラのための協奏曲第３番 ほか
入場料：前売2,000円（友の会1,800円）、当日2,500円（友の会割引なし）
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。

Alto de Campagne vol.4  ふるさとで奏でるヴィオラ四重奏

９月29日(金)　19：00開演　小ホール　全席自由

好評発売中

入場料：前売1,500円（友の会1,200円）、当日2,000円（友の会割引無し）
 ※未就学児の入場はご遠慮ください。

木津川計の一人語り劇場　私は貝になりたい

11月18日(土)　14：00開演　小ホール　全席自由

好評発売中

ホール用グランドピアノの試弾を8月下旬～9月下旬までピアノ庫で実施します。
希望される方は、8月16日までに文化会館までお申し込みください。
応募資格は、ピアノ経験者（初心者を除く）とします。

ピアノの試弾募集
募 集 中

　9月 8日（金）19時より、赤穂市文化会館ロビー、赤穂市立民俗資料館、
赤穂市立美術工芸館（田淵記念館）にて PAC メンバーによる室内楽ミニ
コンサートを開催します。入場無料ですので、ぜひお越しください。
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石
内
蔵
助
を
頭
領
と
す
る
同
志
た

ち
は
、
討
入
り
に
向
け
て
事
を
進

め
る
中
で
、
江
戸
へ
下
っ
て
い
く
際
や
、

江
戸
で
時
節
到
来
を
待
つ
日
々
を
送
っ
て

い
る
と
き
、
そ
の
企
て
を
隠
す
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
変
名
を
用
い
て
浪
人
や
町
人

な
ど
に
な
り
す
ま
し
ま
し
た
。

　

大
石
主
税
は
、
近お

う

み江
国
か
ら
訴
訟
の
た

め
に
下
っ
て
き
た
郷
士
の
垣か
け

見い

左さ

内な
い

と
名

乗
っ
て
江
戸
に
入
り
、
石こ
く

町ち
ょ
う３

丁
目
小こ

山や
ま

屋や

弥や

兵へ

衛え

の
借
家
に
居
を
定
め
ま
し
た
。

大
石
内
蔵
助
が
主
税
の
借
家
に
入
る
に
あ

た
っ
て
は
、
左
内
の
後
見
人
と
し
て
叔
父

の
垣
見
五ご

郎ろ

兵べ

衛え

が
や
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
垣
見
姓
を
用
い
た

の
は
、
大
石
家
本ほ
ん

貫が
ん

の
地
で
あ
る
近
江
国

に
ち
な
ん
で
、
近
江
国
垣
見
郷
に
由
来
す

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
石
内
蔵
助
は
、
江
戸
へ
下
る

以
前
、
元
禄
14

年
（
１
７
０
１
）
秋
ご
ろ
か

ら
池い
け

田だ

久き

ゅ

う

え

も

ん

右
衛
門
の
変
名
を
用
い
て
手
紙

の
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
池

田
姓
は
、
内
蔵
助
の
母
方
の
姓
か
ら
採
っ

た
も
の
で
す
。

　

元
禄
14

年
９
月
に
吉
良
邸
が
呉
服
橋
内

か
ら
本
所
に
移
る
と
、
前
原
伊
助
は
、
吉

良
邸
の
道
を
は
さ
ん
で
す
ぐ
南
の
本
所
相

生
町
２
丁
目
に
、
米
屋
の
五ご

兵へ

衛え

と
し
て

店
を
構
え
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
神
崎
与

五
郎
も
小
豆
屋
の
美み
ま
さ
か作
屋や

善ぜ
ん

兵べ

衛え

と
名

乗
っ
て
同
居
し
、
討
入
り
に
至
る
ま
で
吉

良
邸
の
様
子
を
探
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
臥が

薪し
ん

嘗
し
ょ
う

胆た
ん

の
日
々
を
送
る
間
、
前
原
が
討

入
り
の
大
義
を
著
し
、
神
崎
が
脱
落
者
を

酷
評
し
た
註
を
加
え
た
『
赤せ
き

城
じ
ょ
う

盟め
い

伝で
ん

』
が

書
か
れ
ま
し
た
。

　

早
水
藤
左
衛
門
は
、
元
禄
15

年
10

月
７

日
に
江
戸
へ
向
け
て
京
を
出
発
す
る
に
あ

た
り
、
備
前
国
西
大
寺
（
現
岡
山
市
）
の
実

兄
山
口
弥
右
衛
門
に
宛
て
て
、「
地
水
火
風

空く
う

の
う
ち
よ
り
出
し
身
の
た
と
ら
て
帰
る

元
の
住
か
ゑ
」
の
辞
世
を
書
き
添
え
た
暇
い
と
ま
ご乞

い
状
を
曽そ

我が

金き
ん

助す
け

の
変
名
で
送
っ
て
い

ま
す
。

　

吉
田
忠
左
衛
門
は
、
江
戸
に
下
る
以
前

は
篠
し
の
ざ
き崎

太た

郎ろ

兵べ

衛え

を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た

が
、
新
し
ん
こ
う
じ
ま
ち

麹
町
に
居
を
定
め
て
か
ら
は
さ
ら

に
田た

口ぐ
ち

一い
っ

真し
ん

と
名
を
変
え
て
い
ま
す
。
こ

の
名
は
、
吉
田
を
十
・
一
・
口
・
田
に
分
解

し
、
こ
れ
を
逆
に
読
ん
で
田
口
一
十
、
十
を

真
に
変
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

原
惣
右
衛
門
は
和わ

田だ

元げ
ん

真し
ん

と
い
う
変
名

を
用
い
ま
し
た
が
、
母
方
の
姓
和
田
を
採

り
、
名
の
元も
と
と
き辰
の
辰
と
音
が
同
じ
真
の
字

を
当
て
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
の
義
士
た
ち
の
変
名
に
も
、
母

方
の
姓
か
ら
採
っ
た
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

礒
貝
十
郎
左
衛
門
の
内
藤
十
郎
左
衛
門
、

冨
森
助
右
衛
門
の
山や
ま

本も
と

長
ち
ょ
う

左ざ

衛え

門も
ん

、
潮

田
又
之
丞
の
原は
ら

田だ

斧お

の

え

も

ん

右
衛
門
、
大
石
瀬
左

衛
門
の
小お

田だ

権ご
ん

六ろ
く

、
茅
野
和
助
の
富と
み

田た

藤と
う

吾ご

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
倉
橋
伝
助

は
祖
父
の
名
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
倉
橋
十

左
衛
門
、
近
松
勘
六
は
祖
父
が
一
時
名
乗
っ

た
森
清
八
に
ち
な
む
森も
り

清せ
い

助す
け

、
武
林
唯
七

は
父
の
姓
か
ら
渡
わ
た
な
べ辺

七し

ち

ろ

う

え

も

ん

郎
右
衛
門
と
名
乗

り
ま
し
た
。
先
祖
に
ち
な
ん
だ
変
名
と
し

て
は
、
堀
部
弥
兵
衛
の
馬ま

淵ぶ
ち

市い

ち

ろ

う

え

も

ん

郎
右
衛
門
、

堀
部
安
兵
衛
の
長な
が

江え

長
ち
ょ
う

左ざ

衛え

門も
ん

が
あ
り

ま
す
。
岡
野
金
右
衛
門
は
自
ら
の
幼
名
岡

野
九く
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
変
名
の

由
来
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
大
高
源

五
は
脇わ
き

屋や

新し
ん

兵べ

衛え

、
片
岡
源
五
右
衛
門
は

吉よ
し
お
か岡

勝か
つ

兵べ

衛え

、
岡
嶋
八
十
右
衛
門
は
郡
こ
お
り

武ぶ

八は
ち

郎ろ
う

を
名
乗
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
銘
々
が
変
名
を
用

い
、
敵
方
に
悟
ら
れ
な
い
よ
う
討
入
り
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

 

（
赤
穂
市
史
編
さ
ん
担
当　

小
野
真
一
）

大
大
石
父
子
の
変
名

前
原
伊
助
と
神
崎
与
五
郎

早
水
藤
左
衛
門

吉
田
忠
左
衛
門
と
原
惣
右
衛
門

そ
の
他
の
義
士
た
ち
の
変
名

忠臣蔵の散歩道 15

コラム　　

米屋五兵衛の店先
（赤穂市立歴史博物館蔵「赤穂義士真観」のうち「吉良邸の偵察」）

赤穂浪士たちの変名

8/10～9/16健康・相談

人口の動き（６月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,476戸 （ ＋ 14）

人口 48,677人 （ － 21）

男 23,566人 （ － 11）

女 25,111人 （ － 10）

 （　）内は前月比
◎６月中の異動

出生 19人（－ 1） 転出 93人（－ 14）

死亡 39人（－ 9） その他増 1人（＋ 1）

転入 93人（－ 3） その他減 2人（＋ 1）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 ６月 平成29年累計

発生件数 94（－ 16） 670（－ 59）

　人身 17（＋ 6） 110（＋ 20）

　物損 77（－ 22） 560（－ 79）

死者 0（± 0） 0（± 0）

重傷 2（＋ 2） 12（－ 3）

軽傷 20（＋ 7） 128（＋ 33）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 ６月 平成29年累計

火災 2（ ± 0） 10（ ＋ 4）

救急 164（ ＋ 38） 963（ ＋ 106）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎43・6899 まで

� �� �� �

8月

10

11  
石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

12
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 

　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

13  
渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00 ～ 17：00

14

15

●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 

　 市民対話課　☎43・6818

● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

16 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00 

17

18
●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30 

●子育て応援隊さろん　13：30 ～ 15：00 

19
●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

20  
黒田医院 ☎ 43・5210
9：00 ～ 17：00

21

22

●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 

●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

●もの忘れ健康相談（要予約） 13：00 ～ 15：00 

　 地域包括支援センター　☎42・1201

23

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

●1歳6か月児健診（H28.1生まれ） 13：30 ～ 14：30 

●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30 

24

25

26

27  
福田産婦人科麻酔科 ☎ 43・5357
9：00 ～ 17：00

28

29 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

30
●ベビーレッスン　13：00 ～ 13：30 

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

31

くらしのカレンダー

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297

子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290

青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831

 フリーダイヤル 0120・783・115

消費生活センター（市民対話課内）（随時） ☎43・7067(相談専用)

女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎43・7800

市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎43・6818

心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎42・1397

犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

市役所（代表） ☎43・3201

総合福祉会館 ☎42・1397

市民会館 ☎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保セ 保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701

地域活動支援センター ☎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321

9月

1 ●生活習慣病健診（要予約）　赤穂すこやかセンター

2

3
●生活習慣病健診（要予約）　赤穂すこやかセンター

 
田淵医院 ☎ 43・4114
9：00 ～ 17：00

4 ●こころのケア相談（要予約） 14：00 ～ 15：00 

5
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 14：40 

6

●農地相談　10：00 ～ 11：30　農業委員会

●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●3歳児健診（H26.3生まれ） 13：30 ～ 14：30 

7

8
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30 
●子育て応援隊さろん　13：30 ～ 15：00 

9
●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

10  
正木医院 ☎ 45・3555
9：00 ～ 17：00

11
●献血（市役所）　9：30 ～ 11：30 
●人権相談　10：00 ～ 12：00 

12
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818

13
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●2歳児歯科健診（H27.2生まれ ) 13：30 ～ 14：30 
●法律相談 ( 要予約 ) 13：30 ～ 16：30 

14 ●子育て相談　13：30 ～ 16：00　子育て学習センター

15

16
●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

18No.788  2017年8月19 No.788  2017年8月
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ちゃん
折　方

父・泰裕さん　母・純子さん

平成28年５月22日生まれ

山 田  凌 聖
だ り ょ う せ い

ちゃん
北野中

父・慧士さん　母・奈々さん

平成28年８月24日生まれ

北 濱  大 地
き た は ま た い ち

ちゃん
塩　屋

父・敏行さん　母・果夏さん

平成28年８月８日生まれ

宮 本  一 颯
み や も と い ぶ きや ま

◆表紙の説明◆　７月８日に赤穂大石神社で第12回赤穂元禄ゆ

かたまつりが開催されました。表紙は恒例の「私のゆかた自慢コ

ンテスト」で「すてきな親子で賞」を受賞したママと赤ちゃんです。

コンテスト開始前にママに抱っこされてかわいい顔で眠っている

赤ちゃんを撮らせていただきました。

■ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

■ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

■ 次回の回覧広報あこうは８月25日（金）、
　広報あこうは９月11日（月）の発行予定です。

■広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　今月は取材を口実に勤務中
に海に入りました。一通り写真
を撮って浜に上がると…隣には
泳ぐ準備万端のおじさん、って
校長先生じゃないですか。児童
たちのところまでスーッと泳い
で防水のカメラでパシャリ。後
ろを振り返ると平服で長靴姿
の新聞記者さん、汗びっしょり
です。さらには日傘で武装した
ママたちも遠くからスマホでわ
が子の姿を追いかけます。皆
さんスタイルは違えど目的は一
緒、子どもたちの笑顔！

　ブルキナファソの音楽家ベ
ノワさんと尾崎幼稚園児との交
流の一場面。太鼓のような楽
器を持ってベノワさん「この楽
器の名前はジャンベ」、園児た
ちに「この楽器は何？」、園児「た
いこ～」、ベノワさん「ジャ・ン・
ベ、みんな一緒に。」、園児「た
いこ～」園児もベノワさんもみ
んな笑顔！まるで吉本新喜劇み
たいなこの場面に瀬戸内海の
ような穏やかさをアフリカ大陸
からのお客さまにも感じていた
だけたでしょうか。‌ ひ

▪編集後記▪

ひんやりスイーツ

かぼちゃかん

かぼちゃはカロテンが豊富で、ビタミン C、ビタミン E も多い緑黄色

野菜です。甘みが強く、加熱するとほくほくとやわらかくなるので、

おやつの材料としてもよく使われます。暑い夏はひんやりスイーツで

いかがでしょうか。

一口メモ 　 　

＊１人分栄養素＊ エネルギー　69kcal　塩分　0.1g

（料理協力：赤穂市いずみ会）

▪作り方

①‌‌‌かぼちゃは適当な大きさに切って皮をむき、柔らかく茹でて
裏ごしする。

②‌‌‌鍋に寒天と分量の水を入れ中火にかけ、沸騰させて煮とかし、
砂糖・塩を加え、①を入れて４～５分間弱火で練りあげる。

③‌水でぬらした型に②を入れ冷やし固める。

▪材　料（４人分）

かぼちゃ‌ ・・・・・300g
粉寒天‌・・・・・2g（1/2袋）
水‌ ・・・・・・・・300ml

砂糖‌・・・・・・・・・30g
塩‌ ・・・・・・・・・少々

各コンテンツの視聴に関して 　

　Facebook・Youtube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロード及び視聴にかかる通信料は自己
負担となります。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。

食育レシピ

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako


